
ABCP 療法
～治療スケジュール～

⑦ カルボプラチン AUC 6

５％ブドウ糖液２５０ｍＬ

⑧ 生理食塩液

180 分

60 分

市立吹田市民病院 薬剤部

2.3 日目

1 日目

・ アプレピタントカプセル１２５ｍｇ
（点滴が始まる１時間以上前に内服）

・アプレピタントカプセル80ｍｇ

化学療法剤投与後2,3日目に内服します。

吐き気がひどい時は４,5日目も 内服することがあります。

① 生理食塩液５０ｍＬ

30 分

④ パロノセトロン静注０．７５ｍｇ
クロルフェニラミン注１０ｍｇ
ファモチジン注射液２０ｍｇ
デキサメタゾン注４．９５ｍｇ
生理食塩液 100ｍＬ

⑤ パクリタキセル 2００ｍｇ/㎡

５％ブドウ糖液 ５００ｍＬ

② アテゾリズマブ 1 2 0 0 ｍｇ

生理食塩液２５０ｍＬ

60 分（2回目以降30分になることもあります）

③ ベバシズマブ 1 5ｍｇ/ｋg
生理食塩液 １００ｍＬ

30～90 分（初回の方は90分です）

※2.3日目にデカドロン内服する場合があります。

⑥ 生理食塩液５０ｍＬ



市立吹田市民病院 薬剤部

ABCP療法の投与スケジュール

１コース ２コース ３コース

３週間 ３週間 ３週間

ABCP療法は３週間ごとに上記のお薬の点滴を行います。
これを１コースとし、患者さまの状態に合わせて何コースか繰り返します。
4～6コース後は維持療法としてアテゾリズマブ・ベバシズマブのみになります。


